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一

は
じ
め
に

　

近
世
彫
刻
史
研
究
に
お
い
て
十
八
世
紀
以
降
の
動
向
に
つ
い
て
は
不
分
明
な
点
が
多
い
。
か
つ
て
小
林
剛
氏
は
、「（
江
戸
）
後
期
に
及

ん
で
は
佛
像
彫
刻
の
頽
勢
は
益
々
そ
の
度
を
増
し
」「
後
期
に
於
け
る
造
像
の
数
量
は
決
し
て
少〔
マ
マ
〕い

も
の
で
は
な
く
、
都
鄙
を
問
は
ず
普

通
の
寺
院
で
最
も
多
く
見
ら
れ
る
も
の
や
、
在
家
の
古
い
佛
壇
な
ど
に
安
置
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
は
大
抵
當
期
の
佛
像
で
あ
る
」
と
言
及
さ

れ
た) 1

(

が
、
今
日
に
お
い
て
も
十
八
世
紀
以
降
、
近
世
彫
刻
は
下
降
期
に
入
っ
た
と
す
る
見
解
が
大
勢
を
占
め
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
近
世
仏
師
の
面
か
ら
み
れ
ば
別
の
側
面
が
う
か
が
わ
れ
る
。
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
刊
行
の
宝
永
版
『
京
羽
二
重
』

で
は
二
十
五
名
の
京
都
仏
師
が
掲
げ
ら
れ
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
刊
行
の
『
京
羽
二
重
大
全
』
で
は
二
十
三
名
の
仏
師
を
掲
出
し
て

い
る
。
こ
の
四
十
年
間
に
仏
師
数
は
大
差
な
い
も
の
の
、
双
方
に
掲
載
さ
れ
た
仏
師
は
七
条
左
京
家
を
除
い
て
弘
教
、
法
橋
一
運
、
法
橋

了
無
、
法
橋
宗
而
の
四
名
に
過
ぎ
ず
、
他
の
仏
師
は
す
べ
て
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
地
方
に
お
い
て
も
、
小
田
原
仏
師
の
蓮
池

佐
内
の
活
動
は
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
頃
を
端
緒
と
し) 2

(

、
さ
ら
に
長
野
県
飯
田
地
方
に
多
く
の
作
品
を
残
し
た
仏
師
井
出
氏
も
享
保
十

二
年
（
一
七
二
七
）
か
ら
造
像
活
動
が
活
発
化
し
て
い
る) 3

(

。
こ
の
こ
と
か
ら
一
部
の
在
地
仏
師
が
勃
興
・
展
開
す
る
の
も
十
八
世
紀
頃
以
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降
と
み
ら
れ
る
。
確
か
に
十
八
世
紀
以
降
の
仏
教
彫
刻
は
下
降
を
た
ど
っ
た
が
、
そ
れ
は
単
に
放
物
線
を
描
く
よ
う
に
単
純
な
も
の
で
は

な
く
、
あ
る
種
の
変
革
事
情
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

　

京
都
仏
師
と
在
地
仏
師
と
の
事
情
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
近
年
、
重
要
な
報
告
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
は
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
四

年
に
か
け
て
東
北
芸
術
工
科
大
学
文
化
財
保
存
修
復
研
究
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
山
形
県
各
地
で
の
彫
刻
悉
皆
調
査
の
成
果
で
あ
る) 4

(

。
こ

の
調
査
に
よ
っ
て
山
形
県
内
に
お
け
る
中
・
近
世
彫
刻
を
め
ぐ
る
様
々
な
調
査
研
究
の
成
果
が
得
ら
れ
た
が
、
な
か
で
も
山
形
県
大
江
町

左
沢
に
居
を
構
え
、
文
化
・
文
政
年
間
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
四
代
に
わ
た
っ
て
活
動
し
た
左
沢
原
町
仏
師
林
家
の
子
孫
宅
か
ら
見
出
さ

れ
た
仏
頭
に
注
目
し
た
い
。
仏
頭
は
総
高
十
三
セ
ン
チ
を
計
り
、
前
後
矧
ぎ
と
み
ら
れ
る
頭
部
材
の
前
面
材
に
あ
た
る
も
の
で
、
首
枘
部

分
に
「
七
條
□
／
七
條
左
京
／
藤
原
康
傳
／
薦
之
」、
矧
ぎ
面
に
あ
た
る
背
面
に
は
別
筆
で
「
七
條
左
京
藤
原
慶
㝡
」
の
墨
書
銘
が
認
め

ら
れ
、
既
に
岡
田
靖
氏
ら
に
よ
っ
て
詳
細
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る) 5

(

。

　

岡
田
氏
は
、
仏
頭
に
記
さ
れ
た
「
藤
原
康
傳
」
が
三
十
代
康
傳
に
あ
た
り
、
三
十
代
康
傳
と
直
接
関
係
し
た
の
は
林
家
初
代
の
林
治
作

（
生
没
年
一
七
六
四
年
〜
一
八
二
四
年
頃
）
で
、「
治
作
は
三
十
代
康
傳
が
亡
く
な
る
一
七
九
三
年
ま
で
に
京
都
に
上
が
り
、
七
条
仏
所
で

修
業
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
さ
れ
た
。
岡
田
氏
の
指
摘
は
七
条
仏
師
と
在
地
仏
師
と
の
交
流
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
非
常
に
重

要
で
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
十
八
世
紀
以
降
、
在
地
仏
師
が
勃
興
・
展
開
す
る
ひ
と
つ
の
契
機
と
し
て
京
都
仏
師
の
地
方
進
出
が
想
定
で

き
よ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
文
化
財
保
存
修
復
研
究
セ
ン
タ
ー
の
調
査
成
果
に
導
か
れ
な
が
ら
、
十
八
世
紀
以
降
の
近
世

彫
刻
の
状
況
を
、
京
都
仏
師
の
地
方
進
出
と
在
地
仏
師
と
の
関
係
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。
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一　

七
条
仏
師

（
１
）
康
傳

　

仏
頭
に
記
さ
れ
た
「
藤
原
康
傳
」
が
三
十
代
康
傳
（
以
下
「
康
傳
」
と
す
る
）
に
あ
た
る
た
め
、
ま
ず
康
傳
の
経
歴
・
事
績
か
ら
確
認

し
て
み
た
い
。

『
地
下
家
傳（

６
）』
に
よ
れ
ば
、
康
傳
は
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
三
月
一
〇
日
に
二
十
九
代
康
音
を
父
と
し
て
出
生
し
て
い
る
。
居
所
は

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
刊
行
の
『
明
和
新
増
京
羽
二
重
大
全
』
に
よ
れ
ば
「
二
條
通
寺
町
東
江
入
町
」
で
あ
る
。
宝
暦
八
年
（
一
七
五

八
）
に
法
橋
位
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
は
法
眼
位
を
叙
し
て
い
る
。
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
九
月
に
数
え
歳
六
十
一
歳
で
没
し

て
い
る
。

　

康
傳
の
事
績
を
み
る
と
、
美
術
研
究
本
『
本
朝
大
仏
師
正
統
系
図
幷
末
流
』（
以
下
、『
大
仏
師
系
図
』）
に
は
、
徳
川
将
軍
家
・
禁
裏
・

延
暦
寺
関
係
の
事
績
が
記
さ
れ
て
い
る
。
延
暦
寺
関
係
の
事
績
と
し
て
は
、
宝
暦
十
年
〜
十
四
年
、
明
和
二
年
、
同
七
年
、
安
永
一
〇
年

に
わ
た
る
諸
堂
諸
仏
の
修
復
が
記
さ
れ
て
お
り
、
叡
山
文
庫
に
は
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
事
蹟
の
各
御
入
用
帳
や
御
修
理
御
用
御
料
内
金
、

修
理
代
銀
請
等
の
文
書
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る（

７
）。

　
『
大
仏
師
系
図
』
記
載
以
外
の
事
績
と
し
て
は
、
管
見
で
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

・
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）  

七
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で　

京
都
・
東
寺
講
堂
五
大
明
王
像
、
四
天
王
像
、
大
日
如
来
像
、
金
剛
波
羅
蜜

多
菩
薩
像
を
修
復（

８
）。

　

・
安
永
二
年
（　
　

七
三
）　

京
都
・
東
寺
食
堂
四
天
王
像
の
う
ち
広
目
天
像
・
多
聞
天
像
を
修
復（

９
）。

　

・
安
永
三
年
（　
　

七
四
）　

福
井
・
永
平
寺
女
神
坐
像
・
大
権
修
利
菩
薩
倚
像
を
修
復
（
四
月）

10
（

）。
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・
安
永
三
年
（　
　

七
四
）　

京
都
・
八
坂
神
社
西
楼
門
随
身
像
を
製
作
（
五
月）

11
（

）。

　

・
安
永
五
年
（　
　

七
六
）　

三
重
・
東
海
寺
親
鸞
聖
人
坐
像
を
製
作）

12
（

。

　

・
安
永
七
年
（　
　

七
八
）　

滋
賀
・
園
城
寺
二
十
八
部
衆
像
（
金
剛
力
士
像
）
を
製
作）

13
（

。

　

・
寛
政
元
年
（　
　

八
九
）　

京
都
・
頂
妙
寺
二
天
像
の
う
ち
持
国
天
像
躰
部
を
製
作）

14
（

。

　

管
見
に
及
ん
だ
作
例
の
み
だ
が
、
東
寺
講
堂
諸
像
の
修
復
を
除
い
て
す
べ
て
法
眼
叙
位
以
後
の
作
例
で
あ
る
。
ま
た
各
像
の
銘
記
に
み

る
共
作
者
に
注
目
す
る
と
、
父
康
音
と
名
を
連
ね
る
の
は
東
寺
講
堂
諸
像
の
修
復
の
ほ
か
、
八
坂
神
社
随
身
像
（
但
し
「
隠
居
法
眼
七
条

且
条
康
音
」と
記
す
）、
園
城
寺
二
十
八
部
衆
像（
金
剛
力
士
像
）製
作
の
三
件
で
、
子
息
の
康
朝
と
共
作
し
た
の
は
、
永
平
寺
女
神
坐
像
・

大
権
修
利
菩
薩
倚
像
の
修
復
、
八
坂
神
社
随
身
像
、
東
海
寺
親
鸞
聖
人
坐
像
の
製
作
と
父
康
音
の
没
後
（
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
没
）

の
頂
妙
寺
持
国
天
像
躰
部
の
製
作
が
掲
げ
ら
れ
る
。
東
寺
食
堂
像
で
は
「
大
仏
師
職
康
傳
」
の
ほ
か
に
□
川
喜
兵
衛
、
木
村
藤
兵
衛
、
今

井
儀
右
衛
門
ら
が
名
を
連
ね
る
が
、彼
等
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。こ
の
こ
と
か
ら
康
傳
は
法
眼
叙
位
後
も
康
音
工
房
の
一
員
と
し
て
、

ま
た
康
音
没
後
は
子
息
康
朝
を
従
え
た
工
房
を
主
宰
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

既
に
京
都
仏
師
が
多
数
存
在
す
る
な
か
、
康
音
か
ら
引
き
継
い
だ
康
傳
の
工
房
は
、
幕
府
御
用
と
い
う
名
声
を
有
し
て
は
い
た
が
、
親

子
関
係
か
ら
な
る
比
較
的
小
規
模
な
工
房
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
康
音
没
後
に
行
わ
れ
た
頂
妙
寺
二
天
像
の
躰
部
製
作
は
、
二
天
像
の

う
ち
持
国
天
像
躰
部
の
補
作
の
み
が
康
傳
・
康
朝
に
よ
る
も
の
で
、
毘
沙
門
天
像
躰
部
の
補
作
は
同
年
冬
に
駒
井
友
之
進
昭
康
が
製
作
し

た
こ
と
も
こ
の
推
測
を
裏
付
け
る
。
岡
田
氏
の
指
摘
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
工
房
へ
林
治
作
が
修
業
に
赴
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
、

山
形
県
山
形
市
金
勝
寺
に
は
康
傳
作
と
さ
れ
る
五
百
羅
漢
像
を
所
蔵
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
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　（
２
）
康
朝

　
『
地
下
家
傳
』
に
よ
る
と
、
康
朝
は
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
三
月
五
日
に
康
傳
の
子
と
し
て
出
生
し
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に

法
橋
位
を
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
法
眼
位
を
叙
し
て
い
る
。
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
五
月
に
六
十
一
歳
で
没
し
た
。

　
『
大
仏
師
系
図
』
に
は
、
父
康
傳
と
同
様
に
徳
川
将
軍
家
・
禁
裏
・
延
暦
寺
関
係
の
造
像
事
績
が
記
さ
れ
、
先
の
頂
妙
寺
二
天
像
の
躰

部
補
作
も
『
大
仏
師
系
図
』
で
は
康
朝
の
事
績
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

父
康
傳
没
後
の
康
朝
の
事
績
と
し
て
は
、
次
の
三
例
が
知
ら
れ
て
い
る）

15
（

。

　

・
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）　

秋
田
・
天
徳
寺
金
剛
力
士
像
を
製
作）

16
（

。

　

・
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）　

青
森
・
長
勝
寺
金
剛
力
士
像
を
製
作）

17
（

。

　

・
文
化
十
四
年
（　

一
七
）　

山
形･
米
沢
市
龍
泉
寺
十
六
羅
漢
像
を
製
作）

18
（

。

　

こ
れ
以
外
に
山
形
県
河
北
町
永
昌
寺
十
六
羅
漢
像
が
掲
げ
ら
れ
る）

19
（

。
永
昌
寺
十
六
羅
漢
像
の
う
ち
「
迦
理
迦
尊
者
像
」
の
台
座
裏
に
は

「
大
佛（
師
脱
）／
七
條
左
京
御
彫
」
の
墨
書
銘
が
認
め
ら
れ
、
寺
伝
で
は
十
六
羅
漢
像
の
製
作
が
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
〜
一
八
）
頃
と

さ
れ
て
お
り
、
康
朝
の
製
作
と
み
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
作
例
か
ら
は
、『
大
仏
師
系
図
』
に
掲
載
さ
れ
な
い
康
朝
の
作
例
が
東
北
地
方
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
天
徳
寺

は
秋
田
藩
主
佐
竹
家
の
、
長
勝
寺
は
弘
前
藩
主
津
軽
家
の
そ
れ
ぞ
れ
菩
提
寺
で
あ
り
、
幕
府
御
用
を
務
め
る
七
条
左
京
家
に
と
っ
て
ふ
さ

わ
し
い
依
頼
主
で
あ
る
。
さ
ら
に
永
昌
寺
を
含
め
て
い
ず
れ
の
寺
院
も
曹
洞
宗
寺
院
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
近
世
曹
洞
宗
寺
院
の

造
像
修
復
は
京
都
国
立
博
物
館
本
『
本
朝
大
仏
師
正
統
系
図
幷
末
流
』
記
載
の
「
了
無
」
以
降
の
仏
師
が
手
掛
け
て
い
た）

20
（

が
、
同
系
図
に

記
載
さ
れ
た
曹
洞
宗
寺
院
の
事
績
は
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
の
南
部
八
戸
源
福
寺
本
尊
釈
迦
三
尊
像
の
製
作
が
最
後
と
み
ら
れ）

21
（

、
以
降

曹
洞
宗
寺
院
の
造
像
事
績
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
憶
測
す
れ
ば
、
康
傳
が
安
永
三
年
に
永
平
寺
女
神
坐
像
・
大
権
修
利
菩
薩
倚
像
を
修
復



一
三
四

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
六
十
六
巻
第
二
号

し
た
こ
と
が
機
縁
と
な
り
、
以
降
の
曹
洞
宗
寺
院
の
造
像
・
修
復
事
業
は
七
条
左
京
家
が
担
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

天
徳
寺
金
剛
力
士
像
台
座
下
に
納
め
ら
れ
た
木
箱
（
仏
像
一
体
・
位
牌
二
柱
が
納
入
）
に
は
、「
厨
子
入
釈
迦
壱
体
入
／
位
牌
大
小
弐

本
入
／
秋
田
笹
立
／
養
牛
寺
様
所
」「
大
佛
師
／
七
條
左
京
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る）

22
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。
こ
の
こ
と
か
ら
康
朝
に
よ
る
製
作
で
あ
る
こ
と
が

証
さ
れ
る
の
だ
が
、
別
寺
へ
の
輸
送
用
箱
材
が
台
座
下
に
納
め
ら
れ
る
こ
と
自
体
、
金
剛
力
士
像
の
据
付
等
に
康
朝
自
ら
が
天
徳
寺
に
赴

い
た
こ
と
の
傍
証
に
も
な
ろ
う
。

　

山
形
県
米
沢
市
龍
泉
寺
十
六
羅
漢
像
は
、諾
矩
羅
尊
者
・
阿
氏
多
尊
者
・
迦
諾
迦
跋
釐
堕
闍
の
各
像
台
座
裏
に
以
下
の
墨
書
銘
が
あ
り
、

康
朝
と
畑
次
郎
右
衛
門
・
田
中
儀
兵
衛
が
造
像
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
（ 

諾
矩
羅
尊
者
像
）「
御
禮
〔
マ
マ
〕／
御
首
者
三
十
一
世
康
朝
作
／
（
別
筆
）
文
化
十
四
年
丑
三
月
／
（
別
筆
）
御
首
者
三
十
一
世
唐
〔
マ
マ
〕朝
作
」

　
（
阿
氏
多
尊
者
像
）「
文
化
十
四
年
丑
三
月
／
羅
漢
尊
／
三
十
一
世
唐
〔
マ
マ
〕朝

／
弟
子
／
畑
次
郎
右
衛
門
作
之
」

　
（
迦
諾
迦
跋
釐
堕
闍
像
）「
田
中
儀
兵
衛
作
／
左
京
時
」

　

七
条
左
京
家
の
工
房
に
関
し
て
い
え
ば
、
康
傳
の
代
で
は
父
子
関
係
に
よ
る
小
規
模
な
工
房
で
あ
っ
た
が
、
康
朝
の
代
に
な
る
と
、
畑

治
郎
右
衛
門
、
田
中
儀
兵
衛
と
い
っ
た
弟
子
を
従
え
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。『
大
仏
師
系
図
』
で
は
康
朝
の
弟
子
と
し
て
六
條
住

居
の
「
畑
治
郎
右
衛
門
」
の
ほ
か
、
福
知
善
慶
、
中
村
文
蔵
の
名
を
あ
げ
る
。
こ
の
こ
と
は
小
規
模
な
康
傳
の
工
房
を
引
き
継
ぎ
、
康
伝

没
後
は
父
子
関
係
で
の
工
房
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。『
大
仏
師
系
図
』
で
は
康
朝
―
康
勝
―
康
布
―
康
敬
と

続
く
が
、
続
柄
を
み
る
と
康
勝
は
三
男
、
康
布
は
二
男
、
康
敬
は
嫡
男
と
、
嫡
男
の
継
承
を
基
本
と
す
る
系
譜
か
ら
す
れ
ば
不
自
然
に
思

え
、『
地
下
家
傳
』
で
は
、
康
勝
、
康
敬
と
続
き
、
康
布
の
記
載
自
体
が
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
康
朝
の
子
息
間
に
何
ら
か
の
問
題

が
あ
り
、
父
子
関
係
で
の
工
房
維
持
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　

田
中
儀
兵
衛
に
つ
い
て
は
未
詳
な
が
ら
、
畑
次
郎
右
衛
門
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。



一
三
五

江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
京
都
仏
師
の
東
北
地
方
進
出
と
在
地
仏
師
の
動
向
（
長
谷
）

　（
５
）
康
敬

　

山
形
県
山
形
市
金
勝
寺
に
は
七
条
左
京
康
傳
と
康
朝
が
製
作
し
た
と
伝
え
る
五
百
羅
漢
像
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
金
勝
寺
誌
編
集
委
員

会
『
佛
母
山
金
勝
寺
誌
』（
一
九
八
三
年
十
月
刊
）
に
よ
れ
ば
、
金
勝
寺
十
七
祖
太
素
慧
元
は
五
百
羅
漢
像
の
造
立
を
発
願
し
、
天
保
六

年
に
五
百
羅
漢
堂
は
完
成
し
、
翌
年
に
京
都
か
ら
羅
漢
像
が
請
来
さ
れ
て
安
置
し
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
を
証
す
る
史
料
と
し
て
羅
漢

像
輸
送
時
に
使
用
し
た
と
す
る
荷
札
の
記
録
（
荷
札
は
現
在
行
方
不
明
）
が
同
書
に
掲
載
さ
れ
る
。

　

荷
札
表
： 「
大
阪（
マ
マ
）上
□（
博
）労
町
／
室
屋
彦
四
郎
殿
／
ヤ
ン
ベ
金
勝
寺
荷
物　

二
箇
内
／
酒
田
船
問
屋　

太
田
屋
甚
兵
ヱ
殿
／
大
そ
ん
じ
ぬ

き
物
御
用
心
／
羽
州
最
上
長
崎
円
同
寺
大
和
尚
様
／
運
賃
酒
田
迄
□
拂
／
大
仏
師
職
法
眼
七
条
左
京
」

　

荷
札
裏
：「
海
上
安
全　

申
六
月
二
十
三
日
／
従
室
町
錦
小
路
上
町
」

　

荷
札
に
よ
れ
ば
、
京
都
で
製
作
さ
れ
た
羅
漢
像
は
大
坂
廻
船
問
屋
の
室
屋
彦
四
郎
、
酒
田
船
問
屋
太
田
屋
甚
兵
衛
に
よ
り
大
坂
か
ら
酒

田
を
経
て
最
上
川
で
内
陸
へ
運
ば
れ
、
長
崎
（
山
形
・
中
山
町
）
の
円
同
寺
を
経
て
金
勝
寺
に
運
ば
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
文
化
財

保
存
修
復
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
調
査
で
、
金
勝
寺
五
百
羅
漢
堂
釈
迦
如
来
坐
像
の
台
座
裏
に
「
文
政
元
戊
寅
年　

大
仏
師
法
橋
七
條
左
京　

正
流
三
十
三
世
作
」
の
墨
書
銘
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
墨
書
銘
に
み
る
「
三
十
三
世
」
は
康
布
に
あ
た
る
が
、
岡
田
氏
は
先
述
し
た
事
情

か
ら
康
敬
に
あ
た
る
と
さ
れ
て
い
る）

23
（

。

　

荷
札
裏
に
書
か
れ
た
「
申
」
年
は
天
保
七
年
と
み
ら
れ
寺
伝
と
合
致
す
る
も
の
の
、
寺
誌
に
記
さ
れ
た
康
傳
は
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）

九
月
に
没
し
て
お
り
、
康
朝
も
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
五
月
に
没
し
て
い
る
た
め
、
寺
誌
の
記
載
と
は
齟
齬
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
岡

田
氏
は
「
康
敬
が
法
眼
位
を
叙
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
以
下
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ

う
。

　

太
素
慧
元
の
入
寺
は
文
化
五
年
に
遡
り
、
そ
の
後
に
五
百
羅
漢
堂
の
建
立
を
発
願
し
て
い
る
。
釈
迦
如
来
坐
像
台
座
に
み
る
「
文
政
元



一
三
六

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
六
十
六
巻
第
二
号

年
」
の
墨
書
銘
は
釈
迦
如
来
像
完
成
時
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
れ
以
前
に
太
素
慧
元
は
五
百
羅
漢
堂
の
釈
迦
如
来
坐
像
と
五
百
羅

漢
像
を
一
体
の
造
像
事
業
と
し
て
「
大
仏
師
職
法
眼
七
条
左
京
」（
康
朝
）
へ
造
像
発
注
を
行
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
康
朝
が
没
し
た
の
は

文
政
元
年
五
月
で
、
金
勝
寺
諸
像
の
造
像
発
注
と
受
注
は
康
朝
存
命
中
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
金
勝
寺
側
か
ら
す
れ
ば
、「
大
仏
師
職

法
眼
七
条
左
京
」
に
発
注
し
た
羅
漢
像
が
別
の
名
義
で
届
け
ら
れ
る
こ
と
は
考
え
難
く
、
た
と
え
康
朝
か
ら
継
職
し
た
康
敬
が
五
百
羅
漢

像
を
製
作
し
山
形
ま
で
の
輸
送
手
配
を
行
っ
て
も
、
金
勝
寺
側
へ
は
「
大
仏
師
職
法
眼
七
条
左
京
」（
康
朝
）
の
名
義
を
使
用
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
荷
札
と
い
う
性
格
か
ら
も
受
注
者
で
あ
っ
た
康
朝
の
「
大
仏
師
職
法
眼
七
条
左
京
」
を
記
す
こ
と
も
あ

な
が
ち
不
自
然
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
秋
田
県
永
泉
寺
山
門
釈
迦
三
尊
像
・
十
六
羅
漢
像
は
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
銘
の
山
門
棟
札
に
「
奉
建
立
山
門
一
宇

専
祈
天
下
泰
平
」「
京
都
大
仏
師　

七
條
左
京
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
七
条
仏
師
の
作
と
さ
れ
て
き
た）

24
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。
具
体
的
に
は
慶
応
元
年
時

の
「
七
條
左
京
」
は
三
十
五
代
康
教
に
あ
た
る
。
し
か
し
な
が
ら
釈
迦
三
尊
像
・
十
六
羅
漢
像
の
作
風
は
、
金
勝
寺
釈
迦
如
来
坐
像
や
龍

泉
寺
十
六
羅
漢
像
と
は
別
趣
の
作
風
を
示
し
、
造
形
面
か
ら
も
幕
末
期
よ
り
も
遡
る
作
品
と
み
な
さ
れ
る
。
同
寺
山
門
に
残
る
別
の
棟
札

（
慶
応
元
年
）
に
は
「
奉
安
置
本
師
釈
迦
牟
尼
佛
二
八
大
羅
漢
二
王
金
剛
力
士
」
と
あ
っ
て
「
奉
安
置
」
と
記
す
こ
と
か
ら
山
門
建
立
時

に
は
既
に
釈
迦
三
尊
像
・
十
六
羅
漢
像
は
製
作
さ
れ
て
別
堂
に
安
置
さ
れ
て
お
り
、
山
門
建
立
時
に
別
堂
か
ら
山
門
楼
上
へ
再
安
置
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
京
都
国
立
博
物
館
本
「
本
朝
大
仏
師
正
統
系
図
幷
末
流
」
に
は
蔵
之
丞
了
慶
の
事
蹟
と
し
て
「
元
文
二
巳
年
出
羽
国

本
庄
永
泉
寺
十
六
羅
漢
中
尊
共
ニ
作
ル
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
永
泉
寺
山
門
釈
迦
三
尊
像
・
十
六
羅
漢
像
は
蔵
之
丞
了
慶
に
よ
っ

て
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
に
製
作
さ
れ
、
慶
応
元
年
に
山
門
へ
移
坐
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
少
な
い
な
が
ら
も
十
八
世
紀
以
降
の
東
北
地
方
、
特
に
山
形
地
方
に
残
る
七
条
仏
師
の
作
品
を
み
て
き
た
が
、
次
に
七
条
仏
師

の
弟
子
、
傍
流
の
事
績
に
つ
い
て
み
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。



一
三
七

江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
京
都
仏
師
の
東
北
地
方
進
出
と
在
地
仏
師
の
動
向
（
長
谷
）

二　

七
条
仏
師
の
弟
子
・
傍
流
仏
師

　（
１
）
畑
次
郎
右
衛
門

　

山
形
県
米
沢
市
龍
泉
寺
十
六
羅
漢
像
は
康
朝
の
弟
子
と
さ
れ
る
畑
次
郎
右
衛
門
が
造
像
に
関
与
し
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
ま
た
表
記

を
違
え
る
も
の
の
『
大
仏
師
系
図
』
に
は
六
條
住
居
の
「
畑
治
郎
右
衛
門
」
の
名
が
み
え
る
。

　

佐
藤
昭
夫
氏
は
愛
知
・
岡
崎
市
清
凉
寺
釈
迦
如
来
立
像
に
関
す
る
論
考
で
、
同
像
の
足
枘
銘
「
大
仏
師
／
畑
治
ゝ（
郎
）左
ゝ
門
／
康
傳
／
京

都
西
六
条
」
に
つ
い
て
、
畑
治
郎
左
衛
門
が
『
大
仏
師
系
図
』
に
み
る
「
畑
治
郎
右
衛
門
」
と
同
一
人
物
と
考
え
、「
す
で
に
三
十
代
康

傳
の
教
え
を
受
け
て
い
た
可
能
性
も
な
い
で
は
な
く
、
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
畑
治
郎
左
衛
門
が
康
傳
を
異
例
な
が
ら
襲
名
し
た

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
推
測
さ
れ
た）

25
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。

　

い
ま
「
畑
」
姓
の
仏
師
を
み
て
み
る
と
、「
畑
次
郎
右
衛
門
」「
畑
治
郎
左
衛
門
」
の
ほ
か
に
も
「
畑
治
右
衛
門
」、「
畑
治
左
ヱ
門
」
と

い
っ
た
類
似
の
仏
師
が
存
在
す
る
。
製
作
時
期
が
不
明
な
作
例
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
併
記
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

〔
畑
次
郎
右
衛
門
〕
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）　

山
形
・
米
沢
市
龍
泉
寺
十
六
羅
漢
像
を
製
作
。

　

 

（
台
座
裏
墨
書
銘
）「
三
十
一
世
法
眼
唐マ
マ

朝
／
弟
子
／
畑
次
郎
右
衛
門
作
之
」

〔
畑
治
良
右
衛
門
〕
不
明
年　

青
森
・
佐
井
村
長
福
寺
弁
財
天
坐
像
を
製
作）

26
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。

 　

 （
像
底
墨
書
銘
）「
大
仏
師
□
／
奉
彫
刻
／
畑
次
郎
右
衛
門
」（
台
座
裏
墨
書
銘
）「「
本
家
大
仏
師
分
家
／
奉
調
進
畑
治
良
右
衛
門
／
西

六
条
御
前
通
住
之
」

〔
畑
治
右
衛
門
〕　

不
明
年　

神
奈
川
・
横
須
賀
市
徳
寿
院
十
一
面
観
音
坐
像
を
修
復）
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。

　

 

（
厨
子
墨
書
銘
）「
奉
細
色
／
豊
橋
大
仏
師
／
畑
治
右
衛
門
／
康
伝
／
西
六
条
御
前
通
／
□
（
西
）
洞
院
東
江
入
四
丁
」



一
三
八

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
六
十
六
巻
第
二
号

〔
畑
治
左
ヱ
門
〕
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）　

奈
良
・
広
陵
町
定
願
寺
弘
法
大
師
倚
像
を
製
作）

28
（

。

 　

 （
納
入
銘
札
）「
此
御
影
作
者
京
七
条
大
仏
師
／
先
祖
従
定
朝
法
橋
廿
七
代
之
末
流
大
仏
工
／
畑
定
玄
子
定
祐
造
者
也
大
仏
師
／
畑
治

左
ヱ
門
／
西
六
条
御
堂
筋
西
洞
院
東
入
町
住
人
」

〔
畑
治
郎
左
衛
門
〕
不
明
年　

愛
知
・
岡
崎
市
清
凉
寺
釈
迦
如
来
立
像
を
製
作
。

　

 

（
左
足
枘
墨
書
銘
）「
大
仏
師
／
畑
治
ゝ
（
郎
）
左
ゝ
門
／
康
傳
／
京
都
西
六
条
」

　

い
ず
れ
の
仏
師
も
居
所
は
「
京
都
西
六
条
」「
西
六
条
御
前
通
住
之
」「
西
六
条
御
堂
筋
西
洞
院
東
入
町
」
と
ほ
ぼ
同
一
地
点
を
示
し
て

お
り
、
ま
っ
た
く
別
人
物
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
「
畑
治
左
ヱ
門
」
が
寛
保
二
年
、「
畑
次
郎
右
衛
門
」
が
文
化
十
四
年
と
、

七
十
五
年
の
開
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
複
数
の
世
代
に
ま
た
が
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
加
え
て
長
福
寺
弁
財
天
坐
像
か
ら
は
、「
畑
次

郎
右
衛
門
」
と
「
畑
治
良
右
衛
門
」
が
同
一
人
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
定
願
寺
弘
法
大
師
倚
像
の
銘
記
を
み
る
と
、「
定
朝
法
橋

廿
七
代
之
末
流
」
で
あ
っ
た
畑
定
玄
の
子
が
定
祐
で
、
定
祐
の
俗
名
が
畑
治
左
ヱ
門
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
解
釈
が

妥
当
な
ら
ば
、
製
作
時
期
が
不
明
な
作
品
が
多
い
も
の
の
、
ひ
と
ま
ず
畑
定
玄
―
「
畑
治
左
ヱ
門
」（
定
祐
）
―
畑
次
郎
右
衛
門
（「
畑
治

良
右
衛
門
」）
と
い
う
系
譜
の
一
端
が
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
畑
定
玄
は
「
定
朝
法
橋
廿
七
代
之
末
流
大
仏
工
」
つ

ま
り
康
祐
の
嫡
男
で
あ
る
二
十
七
代
康
傳
の
弟
子
と
も
受
け
取
れ
る
。

　

以
前
、
筆
者
が
言
及
し
た『
大
仏
師
系
図
』で
の
七
条
左
京
家
の
系
譜
が
、
康
乗
で
一
端
断
絶
し
、
そ
の
後
康
祐
の
系
譜
が
継
い
だ
後
、

改
め
て
二
十
九
代
康
音
に
継
が
れ
た
点
を
勘
案
す
る
と
、「
畑
治
左
ヱ
門
」
は
康
祐
の
嫡
男
で
あ
る
二
十
七
代
康
傳
に
師
事
し
、
後
継
の

畑
次
郎
右
衛
門
は
遅
く
と
も
文
化
十
四
年
（
龍
泉
寺
十
六
羅
漢
像
製
作
）
ま
で
に
先
代
と
は
異
な
る
二
十
九
代
康
音
の
系
譜
で
あ
る
康
朝

に
師
事
し
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
愛
知
・
清
凉
寺
釈
迦
如
来
像
等
に
み
え
る
「
康
傳
」、「
長
福
寺
弁
財
天
坐
像
の
「
本
家
大
仏
師
分
家
」

も
以
上
の
よ
う
な
事
情
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



一
三
九

江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
京
都
仏
師
の
東
北
地
方
進
出
と
在
地
仏
師
の
動
向
（
長
谷
）

　（
２
）
福
知
善
慶

　
『
大
仏
師
系
図
』
に
康
朝
の
弟
子
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
仏
師
で
あ
る
。
山
形
県
白
鷹
町
相
応
院
大
日
如
来
坐
像
は
光
背
裏
に
「
寛
政
八

辰
年
京
仏
師
福
地
善
慶
作
」
の
朱
漆
銘
が
認
め
ら
れ
、「
知
」
字
が
異
な
る
も
の
の
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
福
知
善
慶
に
よ
っ
て

製
作
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
相
応
院
所
蔵
の
『
旭
嶺
録
』（
大
正
時
代
刊
）
に
も
「
京
建
仁
寺
中
門
前
禁
裏
宮
法
橋
家
大
宮
仏
師
福

地
善
慶
作
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
蔵
「
昼
飯
村
文
書）

29
（

」
に
は
、
年
次
不
明
な
が
ら
「
京
建
仁
寺
町
中
門
前
大
宮
仏
師

福
地
善
慶
」
が
濃
州
赤
坂
如
来
寺
御
役
人
中
宛
て
に
発
給
し
た
「
二
天
尊
御
注
文
」
が
あ
り
、
居
所
・
官
位
等
が
『
旭
嶺
録
』
の
内
容
と

合
致
し
て
い
る
。

　（
３
）
清
水
友
学

　

山
形
県
長
井
市
普
門
坊
（
真
言
宗
豊
山
派
）
馬
頭
観
音
立
像
（
鎌
倉
時
代
）
は
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に
「
京
洛
仏
工
」
で
あ
る

友
学
に
よ
っ
て
修
復
さ
れ
た
こ
と
が
納
入
文
書
か
ら
判
明
し
て
い
る）

30
（

。
納
入
文
書
に
は
、「
今
宝
永
五
戊
子
春
京
洛
黄
檗
門
下
大
林
禅
師

暫
飛
錫
於
此
地
拝
謁
彼
本
尊
」「
若
干
浄
資
以
為
膠
漆
料
時
大
林
禅
師
請
仏
工
友
学
京
洛
仏
工
又
応
于
需
自
斧
鉞
而
来
几
逮
両
年
再
興
」

と
記
さ
れ
、「
黄
檗
門
下
大
林
禅
師
」（
元
禄
四
年
に
嗣
法
し
た
大
林
元
仙
か
）
が
京
都
よ
り
仏
工
友
学
を
山
形
に
招
い
て
修
復
さ
れ
た
こ

と
が
判
明
で
き
る
。
さ
ら
に
同
院
所
蔵
の
『
上
杉
家
組
織
図
』
に
は
「
仏
師
手
傳
友
学
弟
子
両
人
」
と
し
て
「
善
右
衛
門
」「
利
兵
衛
」

の
名
が
み
え
、
友
学
は
二
人
の
弟
子
を
率
い
て
普
門
坊
を
来
訪
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

　

友
学
に
つ
い
て
は
、『
大
仏
師
系
図
』
に
康
祐
三
男
で
法
橋
位
を
も
つ
康
輪
（
倫
）
が
お
り
、
追
記
で
「
冨
小
路
友
学
祖
ナ
リ
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
康
倫
に
つ
い
て
は
既
に
江
口
正
尊
氏
に
よ
っ
て
群
馬
・
宝
林
寺
釈
迦
如
来
坐
像
像
底
墨
書
銘
か
ら
「
康
祐
倅
三
男
源
姓
清

水
友
学
入
道
康
倫
」
が
元
禄
一
〇
年
に
三
十
三
歳
で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る）

31
（

こ
と
に
よ
り
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
出
生
し
て



一
四
〇

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
六
十
六
巻
第
二
号

い
る
。
友
学
（
康
倫
）
の
事
績
と
し
て
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
頃
と
み
ら
れ
る
奈
良
県
王
竜
寺
十
六
羅
漢
像
、
先
の
元
禄
十
年
群
馬
県

宝
林
寺
釈
迦
如
来
坐
像
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
岐
阜
県
徳
厳
寺
惟
慧
道
定
禅
師
坐
像
を
そ
れ
ぞ
れ
製
作
し
て
い
る）

32
（

。

　

王
竜
寺
・
宝
林
寺
は
黄
檗
宗
寺
院
で
あ
り
、
ま
た
徳
厳
寺
は
曹
洞
宗
な
が
ら
像
主
の
惟
慧
道
定(

一
六
三
四
年
〜
一
七
一
三
年)

は
、

長
崎
興
福
寺
に
い
た
隠
元
隆
琦
に
参
じ
、
寛
文
五
年
（
一
六
五
五
）
木
庵
に
よ
る
三
壇
戒
会
に
参
じ
た
曹
洞
宗
僧
で
あ
る）

33
（

。
普
門
坊
馬
頭

観
音
立
像
の
修
復
も
「
黄
檗
門
下
大
林
禅
師
」
に
よ
る
発
願
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
友
学
（
康
倫
）
も
父
康
祐
が
密
接
な
関
係
を
も
っ
た
黄

檗
宗
寺
院
や
黄
檗
僧
と
の
関
係
を
伝
っ
て
の
造
像
・
修
復
事
蹟
で
あ
り
、
普
門
坊
馬
頭
観
音
立
像
の
修
復
も
そ
の
一
環
と
み
ら
れ
る
。
延

享
版
『
京
羽
二
重
大
全
』
に
は
「
富
小
路
押
小
路
上
ル
町　

法
橋
友
学
」
と
み
え
、
こ
の
時
、
友
学
は
八
十
一
歳
の
高
齢
と
な
る
こ
と
か

ら
、
同
書
に
記
載
さ
れ
た
友
学
は
次
世
代
の
友
学
（
元
禄
十
一
年
出
生）

34
（

）
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。

　
「
友
学
」
の
名
は
数
代
に
わ
た
っ
て
継
承
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
山
形
県
中
山
町
旧
長
大
寺
胎
蔵
界
大
日
如
来
坐
像
に
は
、「
京
富
小
路

二
條
下
ル
所　

佛
工　

法
橋
友
學
」
が
長
大
寺
宛
て
に
発
給
し
た
天
明
六
年
午
四
月
十
日
付
の
「
御
註
文
」
が
付
属
し
て
お
り
、
江
戸
時

代
後
期
の「
友
学
」の
作
例
が
知
ら
れ
る
。「
御
註
文
」で
は
像
高「
壱
尺
八
寸
五
分
」を
計
る
胎
蔵
界
大
日
如
来
坐
像
、
唐
様
の
九
重
座
、

「
温
雲
深
彫
リ
」
の
舟
後
光
背
、
高
さ
六
尺
ほ
ど
の
木
瓜
厨
子
の
各
仕
様
が
記
さ
れ
、「
箱
詰
綿
駄
賃
代
金
」
を
除
い
て
上
々
代
金
と
し
て

金
三
十
両
、
中
代
金
と
し
て
金
二
十
七
両
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
み
え
る
友
学
は
先
の
康
倫
友
学
の
末
裔
と
考
え
ら
れ
、
時
期
か

ら
み
て
『
天
明
新
増 

京
羽
二
重
大
全
』（
天
明
四
年
・
一
七
八
四
刊
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
富
小
路
押
小
路
上
ル
町　

法
橋
友
学
」
と
同
一

人
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
友
学
の
生
没
年
は
不
明
な
が
ら
参
考
に
資
す
る
史
料
が
岩
手
県
一
関
市
芦
東
山
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
年
次
不
詳
の
書
付
（
文

書
番
号
二
二
五
）
に
は
、

天
明
七
未
年
二
月
九
日



一
四
一

江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
京
都
仏
師
の
東
北
地
方
進
出
と
在
地
仏
師
の
動
向
（
長
谷
）

　

心
月
院
法
眼
友
學
居
士　

　
　
　
　

京
都
富
小
路
二
条
下
ル
所

　
　
　
　
　

大
佛
師
清
水
友
学

　
　
　
　
　

大
先
生
也

十
三
日　

年
号
不
知

　
　

普
賢
院
法
橋
禅
定
門

　
　
　
　

清
水
勇
次
郎

　
　
　
　
　

若
先
生
也

と
記
さ
れ
、
京
都
富
小
路
二
条
下
ル
所
に
住
し
た
「
心
月
院
法
眼
友
學
居
士
」
の
没
年
が
天
明
七
年
二
月
九
日
で
あ
る
こ
と
、「
大
先
生
」

と
称
さ
れ
た
こ
と
、
続
い
て
没
年
月
未
詳
な
が
ら
命
日
が
十
三
日
の
「
普
賢
院
法
橋
禅
定
門
」
の
俗
名
が
清
水
勇
次
郎
で
「
若
先
生
」
と

称
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
書
付
に
は
両
名
の
戒
名
が
併
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
友
学
の
後
継
が
清
水
勇
治
郎
で
あ
る
こ
と
も
推

測
で
き
る
。
さ
ら
に
同
館
に
は
、
年
次
不
詳
五
月
二
日
付
の
書
状
（
文
書
番
号
二
二
二
）
も
残
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
「
清
水
遊
学
」
の

妻
で
あ
る
清
水
三
川
が
、「
京
都
大
焼
け
」
に
よ
っ
て
蔵
も
残
ら
ず
全
焼
し
難
儀
し
て
い
る
と
の
窮
状
を
訴
え
、
富
小
路
へ
借
家
を
建
て

る
た
め
に
金
子
百
疋
を
仏
師
友
桂
か
ら
受
納
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
み
え
る
「
仏
師
友
桂
」
は
在
地
仏
師
の
「
芦
友
慶
」
で

あ
り
、
ま
た
「
清
水
遊
学
」
は
清
水
友
学
の
誤
記
と
み
ら
れ
る
。
書
状
に
み
え
る
「
京
都
大
焼
け
」
と
は
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
一

月
三
十
日
に
発
生
し
た
天
明
の
大
火
を
示
す
と
み
ら
れ
、
岩
手
の
仏
師
友
桂
（
芦
友
慶
）
は
天
明
の
大
火
に
遭
遇
し
た
友
学
に
金
子
を
用

立
て
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

友
学
の
事
績
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、「
心
月
院
法
眼
友
學
居
士
」
の
没
年
が
天
明
七
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
鑑
み
て
、
次
世



一
四
二

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
六
十
六
巻
第
二
号

代
の
「
清
水
友
学
」（
清
水
勇
次
郎
）
は
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
三
重
・
津
市
四
天
王
寺
薬
師
如
来
坐
像
を
修
復
し
た
「
日
域
大

仏
師
定
朝
法
印
三
十
一
世
／
友
学
康
珍
」
に
該
当
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

以
上
、
七
条
仏
師
及
び
弟
子
、
傍
流
の
友
学
に
関
す
る
山
形
県
を
初
め
と
す
る
東
北
地
方
で
の
事
績
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
康

朝
は
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
父
康
傳
と
と
も
に
永
平
寺
の
修
復
事
業
を
手
掛
け
、
そ
れ
を
機
縁
と
し
て
曹
洞
宗
寺
院
関
係
の
造
像
、

特
に
秋
田
天
徳
寺
、
青
森
長
勝
寺
と
い
っ
た
藩
主
の
菩
提
寺
の
金
剛
力
士
像
の
製
作
を
行
い
、
殊
に
天
徳
寺
の
造
像
に
お
い
て
は
直
接
康

朝
が
秋
田
ま
で
赴
い
た
こ
と
も
う
か
が
わ
れ
た
。
金
勝
寺
で
は
釈
迦
三
尊
像
・
五
百
羅
漢
像
を
受
注
し
、
次
世
代
の
康
敬
に
及
ぶ
造
像
事

業
を
確
保
し
た
。
康
朝
の
弟
子
で
あ
る
畑
治
郎
右
衛
門
、
福
知
善
慶
も
山
形
に
作
品
を
残
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
傍
流
の
友
学

（
康
倫
）
も
黄
檗
僧
を
介
し
て
普
門
院
馬
頭
観
音
像
の
修
復
を
手
掛
け
、
末
裔
の
清
水
友
学
も
山
形
県
内
に
作
品
を
残
し
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
た
。

　

次
章
で
は
こ
う
し
た
地
方
進
出
を
は
か
る
七
条
仏
師
や
傍
流
仏
師
の
動
向
が
東
北
地
方
の
在
地
仏
師
に
ど
う
い
っ
た
影
響
を
与
え
た
の

か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

三　

京
都
仏
師
と
在
地
仏
師

　

冒
頭
で
み
た「
藤
原
康
傳
」と
記
さ
れ
た
仏
頭
や
林
家
四
代
目
治
郎
兵
衛
製
作
の
山
形
県
大
江
町
西
林
寺
聖
観
音
菩
薩
像
の
台
座
銘「
京

都
七
條
左
京
門
人　

羽
前
国
村
山
郡　

左
澤
原
町　

仏
師
職　

文
作
坂
」
な
ど
は
、
在
地
仏
師
で
あ
る
左
沢
原
町
仏
師
林
家
と
七
条
仏
師

と
の
繋
が
り
を
示
し
た
好
例
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
。
ほ
か
に
も
山
形
県
天
童
市
若
松
寺
本
尊
前
立
の
聖
観
音
菩
薩
像
の
光
背
に
は
「
天
明

八
某
年
七
月
上
旬
」「
京
師
友
学
門
人
山
形
住
大
仏
工
原
田
忠
左
衛
門
治
道
」
の
銘
が
確
認
で
き
、
京
都
仏
師
と
在
地
仏
師
と
の
交
流
を



一
四
三

江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
京
都
仏
師
の
東
北
地
方
進
出
と
在
地
仏
師
の
動
向
（
長
谷
）

示
唆
す
る
事
例
と
し
て
重
要
で
あ
る）

35
（

。

　

先
に
触
れ
た
芦
友
慶
（
芦
正
太
郎
・
一
七
六
〇
年
〜
一
八
三
二
年
）
は
、
仙
台
藩
儒
者
の
芦
東
山
（
一
六
九
六
年
〜
一
七
七
六
年
）
の

甥
に
あ
た
る
。
友
慶
は
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
京
都
へ
赴
い
て
修
業
に
出
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
郷
里
で
あ
る
陸
奥
国
東
磐

井
郡
（
現
岩
手
県
一
関
市
大
東
町
渋
民
）
に
戻
り
、
仏
師
と
し
て
活
躍
し
た）

36
（

。「
友
」
字
を
頂
く
こ
と
か
ら
恐
ら
く
芦
友
慶
は
友
学
に
学

ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
機
縁
か
ら
妻
三
川
が
金
子
借
用
を
依
頼
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

冒
頭
で
示
し
た
長
野
県
飯
田
地
方
に
多
く
の
作
例
を
残
し
た
仏
師
井
出
氏
に
つ
い
て
も
享
保
十
四
年
（
一
七
二
四
）
に
四
代
目
運
正
製

作
の
法
蔵
寺
天
神
像
に
は
「
大
仏
師
法
橋
了
慶
弟
子
／
飯
田
横
町
／
井
出
宇
兵
衛
尉
／
運
縁
」
と
記
さ
れ
、
六
代
目
祐
正
が
手
掛
け
た
正

命
寺
薬
師
如
来
像
に
も
「
信
飯
田
城
畔
住
／
大
仏
師
法
橋
了
無
末
流
／
井
出
祐
正
」
の
銘
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る）

37
（

。
報
告
で
は
了
慶

を
八
田
了
慶
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、「
法
橋
了
無
末
流
」
と
名
乗
る
作
例
も
あ
る
た
め
、
秋
田
・
永
泉
寺
山
門
釈
迦
三
尊
像
・
十
六
羅

漢
像
で
検
討
し
た
京
都
国
立
博
物
館
本
「
本
朝
大
仏
師
正
統
系
図
并
末
流
」
に
み
え
る
蔵
之
丞
了
慶
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
仏
師
井
出
氏

は
蔵
之
丞
了
慶
と
の
接
触
が
考
え
ら
れ
る
。
京
都
仏
師
の
地
方
進
出
と
在
地
仏
師
の
成
立
・
展
開
は
単
に
東
北
地
方
特
有
の
現
象
で
は
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

同
様
の
事
情
は
、
新
潟
県
佐
渡
市
で
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
弘
仁
寺
（
佐
渡
市
羽
茂
本
郷
）
金
剛
力
士
像
に
関
し
て
は
、
未
年

六
月
の
「
註
文
」
が
付
属
し
て
い
る
。「
註
文
」
の
発
給
者
は
智
積
院
仏
師
の
福
岡
長
慶
で
、「
未
」
年
は
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
と
み

ら
れ
る）

38
（

。
福
岡
長
慶
は
、
延
享
版
・
明
和
新
増
・
天
明
新
増
の
各
『
京
羽
二
重
大
全
』
に
「
建
仁
寺
町
松
原
下　

智
積
院
仏
師
福
岡
主
水
」

と
掲
載
さ
れ
た
仏
師
で
あ
る
。

　

福
岡
長
慶
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
金
剛
力
士
像
を
据
付
安
置
し
た
際
に
仁
王
門
を
建
築
し
た
地
元
工
匠
に
大
黒
天
像
を
彫
刻
し

記
念
品
と
し
て
渡
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
「
佐
州
五
十
里
町
住　

大
仏
師　

福
岡
長
慶
」
と
記
さ
れ
て
お
り）

39
（

、
金
剛
力
士
像
の
据
付
に



一
四
四

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
六
十
六
巻
第
二
号

は
福
岡
長
慶
が
現
地
（
佐
渡
五
十
里
町
）
に
赴
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
い
っ
ぽ
う
『
佐
渡
人
物
誌）

40
（

』
に
は
、
佐
渡
の
神
仏
彫
物

師
で
あ
っ
た
萩
野
咲
慶
（
一
八
一
二
年
〜
一
八
七
八
年
）
の
経
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
咲
慶
十
七
歳
の
時
、
工
芸
を
以

て
世
に
立
た
ん
と
志
し
、
五
十
里
に
寓
居
し
て
い
た
福
田
長
慶
に
彫
像
を
学
び
、
そ
の
後
京
都
の
仏
工
林
如
水
に
師
事
し
よ
う
と
上
京
し

た
が
、
既
に
林
如
水
は
死
去
し
て
い
た
た
め
京
都
・
奈
良
の
諸
社
寺
を
参
詣
し
て
彫
刻
を
み
て
帰
郷
、「
神
仏
霊
像
の
彫
刻
を
以
て
業
と

な
せ
り
」
と
さ
れ
る
。
福
田
長
慶
は
福
岡
長
慶
の
誤
り
で
あ
ろ
う
が
、
咲
慶
が
長
慶
に
彫
刻
を
学
ん
だ
の
は
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）

頃
と
み
ら
れ
、
京
都
仏
師
の
地
方
進
出
と
在
地
仏
師
の
出
現
と
の
関
係
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

お
わ
り
に
か
え
て
―
京
都
仏
師
の
衰
退
―

　

で
は
な
ぜ
、
十
八
世
紀
以
降
京
都
仏
師
は
地
方
進
出
を
計
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

京
都
に
あ
る
諸
宗
本
山
や
東
寺
な
ど
の
大
寺
院
に
お
け
る
造
像
・
修
復
事
業
は
十
八
世
紀
に
入
る
と
、
ひ
と
段
落
し
た
こ
と
が
要
因
の

ひ
と
つ
に
あ
げ
ら
れ
よ
う
が
、
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
造
像
や
仏
師
に
対
す
る
幕
府
か
ら
の
様
々
な
御
触
の
存
在
で
あ
る
。

　

宝
永
二
年
に
は
金
銀
箔
の
使
用
を
全
面
的
に
禁
じ
ら
れ
、
享
保
九
年(

一
七
二
四)

九
月
に
は
、「
町
々
仏
師
、
鋳
物
師
方
々
ニ
て
、

向
後
三
尺
以
上
之
仏
像
を
造
り
候
ハ
ゝ
、
其
段
月
番
之
番
所
え
訴
出
、
差
図
を
請
、
造
り
可
申
候
、
外
よ
り
あ
つ
ら
へ
有
之
候
共
、
右
之

通
可
相
心
得
候
、
尤
三
尺
以
下
仏
像
之
儀
は
不
及
訴
出
候）

41
（

」
と
の
御
触
が
出
さ
れ
、
三
尺
以
上
の
仏
像
製
作
は
許
可
制
と
な
っ
た
。
ま
た

宝
暦
二
年
（
一
七
五
三
）
に
は
、
七
条
左
京
家
以
外
の
仏
師
が
「
大
仏
師
」
と
称
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
僧
綱
位
な
ど
の
「
受
領
」
も
一
代

限
り
と
す
る
御
触
が
出
さ
れ
て
い
る）

42
（

。

　

さ
ら
に
寛
政
十
一
年(

一
七
九
九)

七
月
に
は
、

　
　

一 

惣
て
銅
像
石
像
木
像
と
も
ニ
、
た
け
三
尺
を
限
可
申
候
、
其
餘
撞
鐘
鳥
居
燈
籠
之
類
も
、
大
造
之
儀
は
一
切
停
止
せ
し
め
候



一
四
五

江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
京
都
仏
師
の
東
北
地
方
進
出
と
在
地
仏
師
の
動
向
（
長
谷
）

　
　
　

但
、
三
尺
以
下
仏
像
た
り
共
、
十
躰
造
立
致
し
候
は
、
奉
行
所
え
訴
出
、
差
図
を
請
可
申
候

　
　

 
一
仏
師
鋳
物
師
石
屋
共
も
、
前
書
之
定
之
通
相
心
得
、
大
造
之
品
誂
候
も
の
有
之
ニ
お
ゐ
て
ハ
、
奉
行
所
え
訴
出
、
差
図
を
請
可
申

候
、

と
像
高
に
よ
る
造
像
制
限
が
強
化
さ
れ
、
十
躰
以
上
の
仏
像
を
製
作
す
る
場
合
も
許
可
が
必
要
と
な
っ
た）

43
（

。

　

こ
の
間
、
幕
府
御
用
を
務
め
た
七
条
左
京
家
（
七
条
仏
師
）
に
あ
っ
て
も
徳
川
吉
宗
が
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
八
月
に
将
軍
家
霊
廟

の
新
造
禁
止
令
を
出
し
、
以
後
徳
川
将
軍
が
逝
去
し
て
も
僅
か
に
御
影
像
・
位
牌
・
四
天
王
像
の
み
を
調
進
す
る
こ
と
に
な
り
、
幕
府
御

用
に
よ
る
仏
像
製
作
の
大
幅
な
減
少
を
招
い
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
御
触
は
全
国
に
及
ん
だ
は
ず
だ
が
、
一
部
の
地
域
に
と
っ
て
は
徹
底
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る）

44
（

。
寛
政
十
一
年
の
御

触
に
お
い
て
も
像
高
制
限
の
厳
守
に
加
え
十
躰
以
上
の
仏
像
を
製
作
す
る
場
合
も
許
可
が
必
要
と
な
っ
た
が
、曹
洞
宗
寺
院
に
あ
っ
て
は
、

十
六
羅
漢
像
や
五
百
羅
漢
像
の
製
作
は
宗
旨
の
上
か
ら
も
必
要
で
あ
る
た
め
に
比
較
的
緩
や
か
な
対
応
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
事
情
と
し
て
、
地
域
経
済
の
活
性
が
あ
げ
ら
れ
る
。
十
八
世
紀
初
頭
に
は
西
廻
り
航
路
（
北
前
船
）
が
発
展
し
、
諸
大

名
の
奨
励
も
あ
っ
て
各
地
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
特
産
物
が
生
産
さ
れ
、
北
前
船
に
よ
っ
て
上
方
へ
運
ば
れ
て
き
た
。
山
形
地
方
に
限
れ
ば
、

「
紅
一
升
金
一
升
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
高
値
で
取
引
さ
れ
る
紅
花
や
青
苧
が
京
都
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
金
勝
寺
五
百
羅
漢

像
の
荷
札
で
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
京
都
か
ら
は
京
都
仏
師
製
作
の
仏
像
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
京
都
と
地
方
の
交
流
が
京

都
仏
師
の
進
出
を
促
し
、
そ
の
結
果
、
在
地
仏
師
の
勃
興
・
発
展
を
み
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
『
京
羽
二
重
大
全
』
を
見
る
限
り
、
京
都
仏
師
の
数
は
徐
々
に
減
少
し
て
い
く
。
延
享
版
で
は
二
十
三
名
を
数
え
た
仏
師
も
出

現
、
消
滅
な
ど
紆
余
曲
折
あ
る
も
の
の
、「
明
和
新
増
」
版
で
は
十
六
名
、「
天
明
新
増
」
で
は
十
五
名
、「
文
化
増
補
」（
文
化
七
年
（
一

八
一
〇
）
刊
）
で
は
八
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
京
都
仏
師
の
衰
退
は
『
佛
師
職
慎
申
堅
メ
控
』
に
み
ら
れ
る
明
和
三
年
（
一
七
六



一
四
六

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
六
十
六
巻
第
二
号

六
）
に
百
人
以
上
い
た
京
都
仏
師
も
半
世
紀
ほ
ど
経
た
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
に
は
三
十
軒
余
に
減
少
し
た
記
載）

45
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を
裏
付
け
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
減
少
は
何
に
起
因
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

京
都
仏
師
の
地
方
進
出
は
、
京
都
仏
師
が
地
方
の
造
像
に
活
路
を
見
出
し
、
そ
の
結
果
、
在
地
仏
師
の
勃
興
・
発
展
を
促
す
こ
と
と
な

っ
た
。
し
か
し
そ
の
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
素
朴
、
あ
る
い
は
や
や
ク
セ
の
強
い
仏
像
を
製
作
し
て
き
た
在
地
仏
師
は
京
都
仏
師
と
の
交
流

を
経
て
京
都
仏
師
が
製
作
す
る
仏
像
に
近
似
し
た
作
品
を
製
作
し
得
る
技
能
を
獲
得
し
、
各
地
で
造
像
活
動
を
展
開
す
る
。
こ
の
展
開
は

次
第
に
京
都
仏
師
の
活
動
圏
を
脅
か
す
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
地
方
に
お
け
る
近
世
造
像
界
は
、
京
都
仏
師
等

を
招
聘
あ
る
い
は
京
都
で
仏
像
製
作
が
な
さ
れ
て
地
方
寺
院
へ
送
付
す
る
こ
と
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
京
都
仏
師
の
作
品
と
近
似
す
る
作

品
が
在
地
仏
師
に
よ
っ
て
供
給
で
き
る
こ
と
で
、
京
都
仏
師
の
活
動
圏
は
縮
小
し
、
い
っ
ぽ
う
で
在
地
仏
師
の
発
展
に
繋
が
っ
て
い
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
後
期
に
於
け
る
造
像
の
数
量
は
決
し
て
少〔
マ
マ
〕い
も
の
で
は
な
く
、
都
鄙
を
問
は
ず
普
通
の
寺
院
で
最
も
多
く
見
ら
れ
る
も
の
や
、
在
家

の
古
い
佛
壇
な
ど
に
安
置
さ
れ
て
い
る
も
の
は
大
抵
当
期
の
佛
像
で
あ
る
」
と
し
た
小
林
剛
氏
の
指
摘
通
り
、
十
八
世
紀
の
仏
像
彫
刻
は

京
都
仏
師
で
あ
れ
在
地
仏
師
で
あ
れ
質
的
に
は
大
差
な
い
状
況
へ
と
陥
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

付
記

　

諸
般
の
事
情
に
よ
り
図
版
を
掲
載
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
東
北
芸
術
工
科
大
学
文
化
財
保
存
修
復
研
究
セ
ン
タ
ー
講
師
（
現
木
製
彫
刻
文
化
財
保
存
修
復
研
究
所
代
表
）
岡
田
靖
氏

か
ら
は
多
大
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、本
研
究
は
平
成
二
十
七
年
度
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
東
洋
美
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
東
洋
美
術
研
究
振
興
基
金
よ
り
研
究
助
成
を
受
け
て
行
っ
た
成
果
で
あ
る
。



一
四
七

江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
京
都
仏
師
の
東
北
地
方
進
出
と
在
地
仏
師
の
動
向
（
長
谷
）

註
記

（
１
）
小
林
剛
「
八　

江
戸
時
代
」
藤
懸
静
也
監
修
『
日
本
美
術
大
系
』
彫
刻
（
誠
文
堂
新
光
社　

一
九
四
一
年
二
月
）。

（
２
）
小
田
原
市
仏
像
調
査
団
編
『
小
田
原
の
仏
像[

銘
文
集]

―
信
仰
と
造
形
の
歴
史
』（
一
九
九
四
年
六
月
）。

（
３
）
織
田
顕
行
「
近
世
伊
那
谷
の
仏
像
制
作
事
情
│
仏
師
井
出
氏
の
在
銘
像
に
み
る
│
」『
飯
田
市
美
術
博
物
館　

研
究
紀
要
』
十
五
（
二
〇
〇
五
年
三
月
）。

（
４
）
東
北
芸
術
工
科
大
学
文
化
財
保
存
修
復
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
平
成
二
十
二
年
度
〜
平
成
二
十
六
年
度
「
複
合
的
保
存
修
復
活
動
に
よ
る
地
域
文
化
遺
産

の
保
存
と
地
域
文
化
力
の
向
上
シ
ス
テ
ム
の
研
究
」
研
究
成
果
報
告
書
』　

二
〇
一
五
年
三
月
。

（
５
）
岡
田
靖「
左
沢
原
町
仏
師
林
家
一
門
の
調
査
研
究
」、
岡
田
靖
・
宮
本
晶
朗「
当
該
地
域
に
お
け
る
近
世
近
代
の
仏
像
の
造
像
活
動
の
展
開
」、
岡
田
靖
・

石
井
紀
子
「
山
形
に
お
け
る
中
央
仏
師
と
地
方
仏
師
の
活
動
に
つ
い
て
」、
岡
田
靖
・
石
井
紀
子
「
当
該
地
域
に
お
け
る
京
都
七
条
仏
師
に
関
す
る
補
足

調
査
」、
岡
田
靖
「
仏
師
の
系
譜
に
み
る
地
域
文
化
力
」。
以
上
前
掲
註
（
４
）
所
収
。
な
お
背
面
墨
書
銘
「
七
條
左
京
藤
原
慶
㝡
」
は
林
家
四
代
治
郎

兵
衛
が「
慶
㝡
」を
名
乗
る
こ
と
か
ら
、
治
郎
兵
衛
が
自
ら
書
い
た
可
能
性
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（
岡
田
靖「
左
沢
原
町
仏
師
林
家
一
門
の
調
査
研
究
」）。

（
６
）
正
宗
敦
夫
編
『
地
下
家
傳
』
二
（
八
〜
十
三
）（『
日
本
古
典
全
集
』）（
日
本
古
典
全
集
刊
行
会　

一
九
三
七
年
十
一
月
）。

（
７
）
延
暦
寺
編
『
叡
山
文
庫
文
書
絵
図
目
録
』（
臨
川
書
店　

一
九
九
四
年
五
月
）。

（
８
）
教
王
護
国
寺
編
『
教
王
護
国
寺
所
蔵
国
宝(
美
術
工
芸
品)

木
造
講
堂
諸
尊
二
十
軀
修
理
報
告
書
』（
教
王
護
国
寺　

二
〇
〇
〇
年
三
月
）。

（
９
）
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
日
本
美
術
院
彫
刻
等
修
理
記
録
』
七
（
京
都
篇
二
）（
同
朋
舎　

一
九
八
〇
年
十
二
月
）。

（
10
）
浅
見
龍
介
「
調
査
報
告　

永
平
寺
の
中
世
彫
刻
」『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
六
二
九
号
（
東
京
国
立
博
物
館　

二
〇
一
〇
年
十
二
月
）。

（
11
）
淺
湫
毅
「
八
坂
神
社
西
楼
門
の
随
身
倚
像　

近
世
彫
刻
の
諸
相
二
」『
学
叢
』
三
〇
号
（
京
都
国
立
博
物
館
二
〇
〇
八
年
五
月
）。

（
12
）
津
市
教
育
委
員
会
編
『
津
市
の
仏
像　

津
市
仏
像
悉
皆
調
査
報
告
書
』（
津
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
四
年
三
月
）。

（
13
）
大
津
市
歴
史
博
物
館
『
三
井　

仏
像
の
美
』（
大
津
市
歴
史
博
物
館　

二
〇
一
四
年
一
〇
月
）。

（
14
）
川
添
昭
二
・
中
尾
堯
他
監
修
『
図
説　

日
蓮
聖
人
と
法
華
の
至
宝
』
第
四
巻　

彫
刻
（
同
朋
舎
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン　

二
〇
一
三
年
十
一
月
）。

（
15
）
こ
の
ほ
か
に
三
重
・
津
市
本
光
寺
聖
徳
太
子
立
像
の
厨
子
墨
書
銘
に
「
京
都
御
幸
町
通
長
倉
町
住
／
正マ

マ僧
大
仏
師
康
朝
修
補
之
」
が
認
め
ら
れ
る
（
前

掲
註
12
）
が
、
居
所
の
表
記
が
異
な
る
た
め
除
外
し
て
い
る
。

（
16
）
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
編
『
重
要
文
化
財
天
徳
寺
山
門
・
総
門
保
存
修
理
工
事
報
告
書
』（ 

天
徳
寺　

一
九
九
八
年
十
二
月
）。

（
17
）
青
森
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
文
化
課
県
史
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ
『
津
軽
の
仏
像
―
東
青
・
中
南
黒
地
方
寺
社
所
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
―
』（
青
森
県



一
四
八

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
六
十
六
巻
第
二
号

二
〇
一
一
年
三
月
）。

（
18
）
米
沢
市
教
育
委
員
会
『
米
沢
の
仏
像　

米
沢
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
二
集
（
米
沢
市
教
育
委
員
会　

一
九
八
九
年
一
月
）。

（
19
）
岡
田
靖
・
石
井
紀
子
「
当
該
地
域
に
お
け
る
京
都
七
条
仏
師
に
関
す
る
補
足
調
査
」（
前
掲
註
（
４
））。

（
20
）
星
山
晋
也
「
江
戸
時
代
京
仏
師
の
一
動
向
」『
日
本
美
術
襍
稿　

佐
々
木
剛
三
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』（
明
徳
出
版
社　

一
九
九
八
年
十
二
月
）

（
21
）
翌
年
（
明
和
二
年
）
の
越
後
高
田
大
慈
院
釈
迦
三
尊
像
の
製
作
に
つ
い
て
は
、
当
該
寺
院
の
所
在
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
22
）
前
掲
註
（
16
）。

（
23
）
前
掲
註
（
19
）。

（
24
）
大
矢
邦
宜
『
本
荘
市
史
神
社
仏
閣
調
査
報
告
書
』（
本
荘
市
史
編
さ
ん
室　

一
九
九
八
年
三
月
）。

（
25
）
佐
藤
昭
夫
「
仏
師
康
傳
・
康
以
と
大
仏
師
系
図
」『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
四
〇
〇
号
（
東
京
国
立
博
物
館　

一
九
八
四
年
七
月
）。

（
26
）
青
森
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
文
化
課
県
史
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ
『
下
北
の
仏
像　

下
北
地
方
寺
院
の
仏
像
と
絵
画
』（
青
森
県　

二
〇
〇
六
年
一
月
）。

（
27
）
横
須
賀
市
教
育
委
員
会
『
横
須
賀
市
文
化
財
総
合
調
査
報
告
書
』
第
7
集
逸
見
・
中
央
地
区
』（
一
九
八
九
年
三
月
）。

（
28
）
広
陵
町
教
育
委
員
会
編
『
広
陵
町
の
仏
像
』（
広
陵
町
教
育
委
員
会　

一
九
九
二
年
三
月
）。

（
29
）
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
編
『
岐
阜
県
所
在
史
料
目
録
』
第
二
十
四
集
の
二　

諸
家
文
書
目
録
（
青
木
重
太
郎
家
他
）（
一
九
八
九
年
三
月
）。

（
30
）
古
典
彫
刻
修
復
室
『
古
典
彫
刻
の
修
復
と
研
究
』
創
刊
号
（
静
岡
学
術
出
版　

二
〇
一
四
年
十
二
月
）。

（
31
）
江
口
正
尊
「
富
小
路
友
学
試
考
」『 

印
度
学
仏
教
学
研
究
』
七
一
（
一
九
八
七
年
十
二
月
）。

（
32
）
関
市
教
育
委
員
会
編
『
新
修
関
市
史
』
史
料
編
４
近
世
（
関
市　

二
〇
〇
五
年
三
月
）。

（
33
）
大
槻
幹
郎
編
『
黄
檗
文
化
人
名
辞
典
』（
思
文
閣
出
版　

一
九
八
八
年
十
二
月
）
に
よ
る
。

（
34
）
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
八
月
に
三
十
二
歳
で
法
橋
叙
任
を
申
請
し
て
い
る
（『
御
用
雑
記
』
享
保
十
四
年
八
月
二
十
八
日
）
こ
と
よ
り
逆
算
）。

（
35
）
山
形
県
立
博
物
館
『
特
別
展　

若
松
寺
の
歴
史
と
遺
宝
―
若
松
観
音
一
三
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み
―
』（
二
〇
〇
七
年
七
月
）。

（
36
）
芦
文
八
郎
『
友
慶
芦
正
太
郎
・
陶
山
芦
文
三
郎
―
そ
の
生
涯
と
作
品
―
』（
私
家
版　

一
九
七
九
年
三
月
）。

（
37
）
前
掲
註
（
３
）。

（
38
）『
通
史
編　

近
世
の
羽
茂
』（
羽
茂
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
羽
茂
町
誌
』
第
三
巻
）（
羽
茂
町　

一
九
九
三
年
三
月
）。

（
39
）
前
掲
註
（
38
）。



一
四
九

江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
京
都
仏
師
の
東
北
地
方
進
出
と
在
地
仏
師
の
動
向
（
長
谷
）

（
40
）
萩
野
由
之
『
佐
渡
人
物
誌
』（
佐
渡
教
育
会　

一
九
二
七
年
一
〇
月
）。

（
41
）『
御
触
書
寛
保
集
成
』（
二
三
九
九
号
文
書
）。
高
柳
真
三
・
石
井
良
助
編
『
御
触
書
寛
保
集
成
』（
岩
波
書
店　

一
九
八
九
年
三
月
）。

（
42
）『
京
都
町
触
集
成
』（
一
三
〇
九
号
文
書
）。

（
43
）『
御
触
書
天
保
集
成
』（
四
三
三
七
号
文
書
）。
高
柳
真
三
・
石
井
良
助
編
『
御
触
書
天
保
集
成
』
下
（
岩
波
書
店　

一
九
四
一
年
九
月
）。

（
44
）『
寛
保
御
触
書
集
成
』
と
『
天
明
御
触
書
集
成
』
で
の
御
触
は
近
世
史
料
研
究
会
編
『
江
戸
町
触
集
成
』（
塙
書
房
）
で
は
共
に
確
認
す
る
こ
と
が
出
来

る
が
、
京
都
町
触
研
究
会
編
『
京
都
町
触
集
成
』
で
は
双
方
と
も
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
45
）
三
山
進
「『
仏
師
職
慎
申
堅
メ
控
』
と
京
仏
師
林
如
水
」『
鎌
倉
』
七
十
八
号
（
一
九
九
五
年
五
月
）。
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